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参考文献（京大コラム）

• No.284 検証洋上風力入札① 驚愕の洋上風力入札結果／事業化・産
業化の実現性に疑義あり（http://www.econ.kyoto-
u.ac.jp/renewable_energy/stage2/contents/column0284.html）

• No.285 検証洋上風力入札② 低価格応札の要因と国内産業化実現
の危機（http://www.econ.kyoto-
u.ac.jp/renewable_energy/stage2/contents/column0285.html）

• No.288 検証洋上風力入札③ 報道にみる低価格の解説と欺瞞
（http://www.econ.kyoto-
u.ac.jp/renewable_energy/stage2/contents/column0288.html）

• No.289 検証洋上風力入札④ 12円はIRRゼロ前提の欧州コスト
（http://www.econ.kyoto-
u.ac.jp/renewable_energy/stage2/contents/column0289.html）

• No.292 検証洋上風力入札⑤ 資本費（建設費）は現実的か
（http://www.econ.kyoto-
u.ac.jp/renewable_energy/stage2/contents/column0292.html）
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１．「洋上風力の産業競争力強化に向け
た官民協議会」の目的確認

• 国内産業の育成

• ローカルサプライチェーンの構築

• 早期且つ確実な事業実現

• 2030年に向かって確実なコストダウンの実現

（cf.）FITの趣旨 「FITとは特定の電源を目標市場規模に
まで拡大するに際して誘導するための手法であり、将来
価格の低減と将来市場の拡大が両立するものである」 5
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（出所）経済産業省・国土交通省：洋上風力の産業競争力強化に向けた官民協議会（12/15/2020）

洋上風力の産業競争力強化に向けた基本戦略



7（出所）経済産業省・国土交通省：洋上風力の産業競争力強化に向けた官民協議会（12/15/2020）



２．入札結果と所感（違和感）
（ダイヤモンド社事業者想定も参考）

• 官民協議会目的との乖離

• 三菱G、驚きの低価格で3事業総取り
・FIT上限価格の1/2～1/3 ---11.99円は欧州並み費用 IRRは0%

・これは低いリスク想定、楽観的な事業見通しに基づく（後述）

・3事業（2方面）の同時遂行は可能か
• 運転開始時期が先行組より2~3年遅い（2028/9、12、2030/12）

• 地元密着と評判の事業者の「価格」が高い

・大林組G、レノバG、日風開Gは真剣にコスト評価と推測

• トップランナーと地元密着事業者の「実現性評価」が低い
・日風開Gの評価低い：世界トップのOrsted、日本トップの日風
開・ユーラス

・長年地元と情報交換していた大林組G、日風開Gの評価が低
い

• 評価基準の課題露呈：価格評価で決まる

・価格と実現性で１：１との評価 実際は120：90 8



ラウンド１洋上風力発電事業者選定結果

・三菱商事G
①JERA・電源開発・Equinor
②住友商事・東電RP・JR東日本
③日本風力開発・ユーラス・Orsteｄ
④大林組・東北電力・Northland他

・三菱商事G（含むｳｪﾝﾃｨｼﾞｬﾊﾟﾝ）
⑤JERA・電源開発・Equinor
⑥レノバ・コスモエコパワー他
⑦九電みらい・RWE
⑧日本風力開発・ユーラス・Orsted

・三菱商事G
⑨東電RP・Orsted

（出所）経済産業省・国土交通省報道（12/24/2021）を基に作成

（注）番号はダイヤモンド社の推測
青字は地元貢献多（山家判断）
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評価基準：価格120点、事業実現性120点



洋上風力に係る調達価格比較表（FIT制度）

10（出所）調達価格等算定委員会資料より作成

【NEDO試算】・洋上風力FIT価格のベースとしてNEDO試算（2020/1）が採用。日本に欧州並みのインフラやサプライ
チェーンが構築された場合を想定した発電コスト（LCOE）でIRRはゼロに設定。

・FIT価格29円に対してLCOE12円、IRR 0%で費用は1/2
（参考）京大コラム「No.289検証洋上風力入札④ 12円はIRRゼロ前提の欧州コスト」

2014年度設定 2020年度設定 NEDO試算

調達価格等 調達価格
36円/kWh

供給価格上限額
29円/kWh

発電コスト
12円/kWh

資本費（建設費） 56.5万円/kW 51.2万円/kW 27.67万円/kW

運転維持費 2.25万円/kW/年 1.84万円/kW/年 0.97万円/kW/年

撤去費 資本費の5％ 10.7万円/kW 4.51万円/kW

設備利用率 30％ 33.2％ 30.0％

IRR（税引前） 10％ 10％ 0％

調達期間 20年 20年 20年



欧州との比較に対する日本風力発電協会の意見

11
（出所）JWPA「洋上風力発電の公募・入札に関する意見」（2020/8/19 第58回調達価格等算定委員会）



事業実現性に関する評価基準

（出所）経済産業省・国土交通省：洋上風力促進小委員会・WG中間報告（2019/4）より抜粋 12



風力発電開発事業 上位10社（2022/1）
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（注）事業ベース
*HSE：旧日立サステナブルエナジー㈱ CEF：旧クリーンエナジーファクトリー㈱

（出所）各社ホームページ等より作成

事業者名 基数 容量(kW)

1 ㈱ユーラスエナジーHD 454 773,130

2 電源開発㈱ 281 535,060

3 日本風力開発㈱ 246 436,050

4 コスモエコパワー㈱ 204 315,600

5 ㈱グリーンパワーインベストメント 61 166,600

6 HSE㈱* 82 163,950

7 ㈱青山高原ウィンドファーム 60 95,000

8 CEF㈱* 44 88,000

9 ㈱市民風力発電 37 80,155

10 サミットエナジー㈱ 30 64,800



洋上風力発電事業者シエア順位
（欧州・累計・2020年末）

（出所）Wind-Europe：Offshore Wind in Eurpe key trend and statistics2020（2021/2）に加筆(吹き出し)

日風開・ユーラス

九電みらい

JERA・電発

三菱商事・シーテック
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応札事業者のアカデミア創設構想、訓練設備整備（O&M実施）状況 赤下線：本公募での取組

（出所）各社のHP等より作成

（注）銚子事業は、アカデミア構想無し、事業者の三菱G、東電RPの国内O&M実施状況は秋田と同じ
※ 締結先：3者（三菱商事ES、ウェンティジャパン、北都銀行）と国際教養大学が2021/5/18に締結、秋田大学と2021/5/13に締結。
＊ブレード補修は外注（直接または風車メーカー経由で日風開GrのO&M会社へ委託）
＊＊開発後に売却した発電所は、他社がO&Mを実施しているケースもあり

15



三菱商事の洋上風力事業の軌跡

（出所）三菱商事報道等を基に作成

①10年以上前より英国、オランダ、ドイツで取り組む
②海底送電事業で基礎を築き発電にも領域を広げる⇒発電は権利取得と売却
③オランダのエネコ（Eneco社）と戦略的提携・買収によりノウハウを蓄積
④軌道に乗った事業を日本事業者に売却し次のステップへの資金源
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３．超低価格が実現する理由（推測）

• 開発・運営事業者（SPC）からみた長期平均費用（LCOE）では、建設費
（EPC）、運転維持費（O&M）、金融費用、利益に分類。

• 欧州等ではコモデティ化、日本はこれから等から、建設・ｻﾌﾟﾗｲﾔｰの見積り価
格（EPC）および運転維持費（O&M）に差はつきにくい。(勝手に見積もりを作
成していないとの前提)

• 差が付くとしたら、事業者のリスクの見方。開発途上の大型機種採用の判断
や地盤、発電量、作業可能時間、事故・故障の確率等により、大きな差が出る。
甘いリスク前提は、円滑な事業遂行に支障が出る可能性が大きい。

• 金融費用、利益は超長期事業では大きな数字となるが、事業見通しと相関。
楽観的、低収益でもいいとする経営判断があると大きな低減が可能。

• 「リスクを低く想定」と「楽観的な事業見通し」は同じこと。両者が相まって大き
な差がつく。

• 以上から、三菱Gの驚愕の低価格は「リスクを低く想定」と「楽観的な事業見通
し」によるものと推測。それでもIRRゼロ欧州コストは可能であろうか

• この是非を、国益・地域益の沿ってどう考えるかが問われる。 17



世界で商業化が進む洋上風力

新規発電コストの推移（$/MWh）

新規導入量とシェアの推移（GW）

（出所）REN21ﾎｰﾑﾍﾟー ｼﾞ

（出所）GWEC：GLOBAL OFFSHOREWIND REPORT 2021
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洋上風力ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝでの費用内訳（LCOEﾍﾞｰｽ）
国内事業のSC整備はこれから

当初より国内事業者の活躍が期待

（出所）第１回官民協議会 経産省「洋上風力の産業競争力強化に向けて」（2021/7・17）に加筆（青字）
19



報道にみる低価格のからくりと欺瞞
FIT枠組み? 電力・環境取引で価格差（利益補てん）?

• Amazon等の協力会社が付加（環境）価値等を高く購入する約束がある

⇒FIT価格は「適正利潤を含む発電コスト」、入札は建設コスト（EPC）と運転維持
コスト（O&M）の競争、R１は上限29円・期間20年、FIT電源に環境価値は帰属
せず、環境価値相当分の差引きを行っている？ 特定卸供給はFIT枠組み

⇒認定後にFITを返上し市場取引（マーチャント）に切り替えを想定：相対契約
（PPA）で、電力価値、環境価値を設定できるがFIT入札に勝手に織り込める
のか、FITよりも高リスクとなりAmazonは8年程度先の売買を確約できるのか

• FIT期限れ後にAmazon等の協力会社が電力・環境価値を高く購入する

⇒コスト算定（稼働）期間を勝手に30年に設定できるのか、FIT期間は20年、海
域占有期間は建設・撤去込みで30年

⇒以上はやろうと思えばどの事業でも可能、

各社は「違う計算をしている可能性」がある。制度に対する認識の差、抜け道
的解釈、無理な変更解釈が存在するならば不公平 ⇒データ公開を

• 三菱商事、資源（石炭、LNG）価格高による利益で補填

⇒部門間補てん、他の取引ならあり得ようが、国内産業育成を目的とする官民
協議会肝いりのナショプロへの適用は問題 20



再エネ海域利用法に基づく公募占用指針に関する
供給価格上限額についての委員長案
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（出所）第59回調達価格等算定委員会（9/15/2020）



４．今次入札結果から浮上する危惧

• 三菱Gは事業遂行できるか

・経験不足、顕在化するリスク対応（コスト・時間）

・3事業総取り、秋田・千葉両面作戦は可能か

・ラウンド１で躓くとその影響は深刻、エネ基・CN目標に赤信号

• 現実から乖離した低価格はサステナブルか疑問、利益はでるのか、
産業化阻害の懸念(財務力のある事業者のみ参入機会)

・洋上風力・再エネ事業への参入意欲減退⇒競争環境悪化

・建設事業者、サプライヤー等の期待に冷水⇒産業化、コスト低
下阻害の懸念

・地域の期待に冷水⇒受容性低下の懸念 ←地元の動揺 地域
間不公平問題の惹起

• 国家戦略「洋上風力ビジョン」、エネ基目標実現への懸念

・エネルギ－政策・環境政策と一体化した技術開発・産業化の目
標実現に暗雲 22



CNの鍵・洋上：2030年度の風力導入見込量（エネ基ベース）

出所：京大シンポジウム（2021/12/10）
日本風力開発㈱祓川顧問「2050年NET ZEROにむけて：鍵を握るのは洋上風力」より抜粋

第6次エネ基：再エネシェア4割弱（2030年） 太陽光2倍 風力5.6倍
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JWPAの洋上風力・陸上風力の目標
意欲的で明確な中長期導入目標の設定

出典：METI 第28回再エネ大量導入等小委員会「2050年カーボンニュートラルの実現に向けた2030年の風力発電導入量のあり方」（JWPA）

2050年CNに向けて早期上方修正が必要
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地域の期待：促進区域、有望な区域等の指定・整理状況
（2021/9/13）

（出所）資源エネルギ－庁・港湾局

現状全国22区域で洋上風力に関心・期待
ラウンド１の情勢を注視、今次選定結果に衝撃を受けているところ多い
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５．提 言

• 洋上官民協議会目的、FIT制度目的の再確認

• ラウンド１入札の再評価

• ラウンド２入札基準の早急な見直し：価格偏重の是正

・最低価格制度の導入 (cf.）スコットランドの浮体式入札

・価格評価１：実現性評価２～３

・地域振興評価の引き上げ（実現性の1/2～1/3）、条件の独立

• 評価の透明化

・第3者委員会の委員名、議事録公開

・結果の解説 落札事業内容の情報公開
価格構成（建設、運転、金融、利益）はマスト

計算データ公開 26



洋上風力入札制度を巡る直近の動き

〇荻生田経産大臣会見 （1/7/2022）

「私個人的にはですね、いろんな仕組みを見てみたかったなっていう気持ち
がありますので、他のプロジェクトの人たちにも、今後参加しやすいような仕組
みっていうのは、ぜひ今回の結果を踏まえていろいろ検討してみようかなと
思ってるところです。」

〇遊佐法定協議会での伊原山形県漁協理事発言（1/24/2022）

「エネルギー庁は----地域と漁業の共存、という言葉を何度も話されました。
本当にそうなのかと言う疑問が湧いております。----去年の暮れの秋田県、千
葉県銚子沖の3地域の発表を見てみますと、地域振興とか漁業振興よりも価
格重視になっていると思っています。---公募者事業計画の評価のところに配
点区分がありますけれど、非常に疑問と不安を持っています。もし今回の3海
区のようでしたら遊佐町の業者は最後まで賛成することが多分できないと思っ
ています。その上で、価格だけではない漁業振興や地域振興を重視した採点
ルールをぜひ考えてもらいたいと思っています。」

〇スコットランド浮体式洋上風力入札（10GW） 日経新聞（1/18/2022）

「スコットランド政府は産業育成などのため、価格面だけでの勝負にならない
よう、開発権の応札価格に１平方キロメートル当たり１０万ポンドの上限を設
けた。こうすることで上限価格を提案した企業連合の間では、実績や計画内
容が勝敗を分けたようだ。」 27



ご清聴、ありがとうございました。

質疑応答
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以下、参考資料
地域の期待



（出所）山形新聞「洋上風力発電は今」11/28/2021
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